
9 ワクチン 2021/01/21 

・世界で 11 種が開発中、そのうち米・英の 3 種、中ロのものが使用中 

 

第 3 相臨床試験入りしている主な COVID-19 ワクチン（2020 年 9 月 1 日時点） 

 

・ノルウェ－においてファイザ―社のワクチン第 1 回目接種をうけた高齢者（総数不明）の 

うち 33 名が死亡したと報告された。ワクチン接種との因果関係は不明とされている。 

調査をされた 13 名は重篤な疾患があったと報告されている。詳細は別掲 9 参照。 

高齢者で重篤な疾患を有する人、全身状態が悪い人（末期がんなど）等は接種につい 

て慎重な検討が必要。一方効果については有効性が高いという報告、長期の効果が 

望めるという報告が続いている。（01/21 追加） 

 

・現在、アメリカ、イギリス、ＥＵなどでワクチン投与中。米ファイザー、米モデルナ、英アス

トラゼネカ（ＡＺ）社製が使用されている。 

ロシア、中国も自国内で国産ワクチンを接種。 

 

・日本は英 AstraZeneca 社から 1 億 2000 万回分、米 Pfizer 社から 1 億 2000 万回 

分、米 Moderna 社から 4000 万回分の供給を受けることで合意している 

国内接種は 2 月末よりファイザ―社製のワクチン接種を始める予定 

国産ワクチンの研究も進んでいるがまだ一般使用の予定はたっていない（別掲 7） 

接種には優先順位をつける 

   医療関係者、65 歳以上高齢者とリスクを有する人、一般の順に摂取される予定 

接種費用は無料 

副作用発生時は公費で救済処置が行うと発表されている 

 



・効果については抗体産生はほぼ 95％という発表もあるが多数例接種の結果は出て 

いない。 

感染後抗体産生確認例では再感染率は低下しており、ワクチンにも同様の効果が 

期待されている 

 

・中和抗体発現の期待は大きく、一部証明されているが効果持続期間については再感染   

 の可能性はあるものの、3 ヶ月から半永久的と効果に期待されているが、製品による 

 差違もある 

 

・副作用については一般接種開始後にも、劇症型の反応例が報告されている。他の 

感染症におけるワクチンよりは高い率ではないかとされているが確認されている範囲 

では死亡例はない。またほとんどの例は食品、薬品などに対してアレルギ－を示し 

ている例が多い。アレルギ－を有する人の接種は検討が必要かもしれない。 

詳細は別掲 8 を参照。 

 


